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〇 新年度を迎えて                    学校長 丸   昇 

  4 月 5 日の入学式に 18 期生 33 名の新入生を迎え、新しい 1年がスタートいた

しました。東日本大震災の甚大な被害と国を挙げた復興への取組に目耳が離せない毎

日ですが、改めて被災された看護学生をはじめ多くの皆様に心からお見舞いを申し上

げます。幸い被害を免れている私どもは、被災者の皆様の分までとの強い決意で教育

活動の充実に精一杯傾注しなければならないと肝に銘じているところです。 

お陰様で本校教育は概ね順調に推移してきております。特に、多くの臨地実習先の

病院、関係施設の特段のご支援・ご協力及び外部講師の皆様の熱意あふれるご指導を

賜り、この3月には１５期生36名が所定の課程を修了して卒業、全員が第100回

看護師国家試験に合格して、各々、希望の進路への就職を実現することができました。

関係の皆様に謹んでご報告し、改めて心から感謝を申し上げます。 

本年度も、「富良野圏域における看護の資質向上に応える人間性豊かな看護師の育

成」を基本理念に、次の3点を学校経営の重点として教育活動の推進に当たります。 

〇 開かれた学校としての組織的な学校運営の充実 

  学内外の緊密な連携・情報共有、地域・関係機関との相互協力・交流の促進 

〇 教育内容を高める教育課程の管理、専門的機能の充実 

  公教育としての確かな授業・実習等の展開、教職員の専門的指導力の研鑽向上 

 〇 教育効果を上げる教育基盤・教育環境の整備・充実 

   確かな教育活動の展開を支える人的・物的・財政的な支援の組織的な展開 

 今日までの歴史と伝統を大切にし、看護師を目指す志の高い学生を、全教職員が熱

意と愛情をもって日々育んでいく学校でありたいと願っております。保護者をはじめ、

地域、関係機関の皆様方の一層のご理解・ご支援を心からお願い申し上げます。 

 

    本校人事異動のお知らせ～新「副学校長兼教務課長」の就任   

佐藤とも子（前旭川医科大学病院看護部副部長）が、前年度末をもって退任した

北澤前教務課長の後任として、本年４月より新設の副学校長兼教務課長に就任いた

しました。これまでの長い臨床経験と管理職のキャリアを生かし、本校の組織運営

の強化や臨地実習の運営・指導の改善・充実、対外的な連携・協力体制づくりの向

上等、本校教育の一層の充実・発展に全力を挙げるよう努めてまいります。 



・・・ SCHEDULE ・・・  ４／１６～５／３０の行事・動向（含 終了・予定） 

□ ４／１６（土）富良野市観光ルート清掃ボランティア～学生1４名教職員２名参加 

□ ４／２１（木）Ｈ23年度第1回総合実習指導者会議（臨地実習先病院、施設参加） 

□ ４／２７（水）Ｈ23年度第1回就職説明会（本校多目的講堂） 

□ ５／２（月）避難訓練（消化・避難設備～富良野消防署と連携・協力 含本校寮） 

□ ５／９（月）「看護の日」富良野圏域各病院、施設等訪問 

□ ５／１６（月）臨地実習開始～3年生：小児Ⅰ実習、2年生：老年施設実習 

□ ５／３０（月）日本看護学校協議会総会・学校長会（東京都）学校長出席 

         耳よりヘルシー HEALTHY トピックス  

「心身の健康は普通の生活から」・・・医者（當瀬規嗣氏、香山リカ氏）の提言 

１日 3 度の食事は普通のこと。現代人は過食気味で肥満傾向があり、適当に食事

を抜くのが健康法という人も多い。しかし絶食を持ちこたえるには交感神経の活動を

高め身体のストレスが増す。それよりは３食とって量を抑える方がはるかに効果的。 

大震災の被害の物凄さに気持ちがめいる人は、「音楽を聴きハーブティーを飲む」

『いつもの楽しみ』があるなら、後ろめたさを乗り越えて実行すべし。安定した普通

の生活に心身の健康の源がある。（「生きるしくみ 4.13」「ふわっとライフ4.12」道新） 

      †††  あ・ん・て・な  ANTENNA  ††† 

□ 「富良野市観光ルート清掃ボランティア活動」に本校 16名参加 

  4 月 16日（土）午前７時４５分から富良野建設業協会主催のこの行事に学生14

教職員2の計16名が参加、「間もなく観光シーズンを迎え、ゴミのない富良野をア

ピールしたい。今年も富良野看護専門学校生をはじめ 20、30 代の若い世代に多数

参加いただいた。」（平澤会長 富良野新聞）と本校の参加が取り上げられました。今

春の卒業生も学習総括でボランティア参加の意義を強調しており、本校のよき伝統に

と期待されます。今年は1年 2、2年 6、3年 6名と上級生の参加が特筆されます。 

ささやき  Ｓ＆Ｔ ・・・ 学生の、教員の、みんなの声 

S：〇 ３年生では連続実習があり不安でいっぱいです。同時に楽しみな気持ちもある

ので頑張ります！国家試験を全員で合格できるよう日々の実習を頑張って充実した

1年にしたいと思います。（３年）  〇 ２年生に進級して早くも１ケ月がたちました。

最近は看護の日・スポ交・課題と徐々に忙しい日々が始まってきました。5月には施

設実習も始まるので、今からコツコツと課題を頑張っていきたいと思います。（2年） 

〇 〓新入生としての感想〓私達たち1年生が入学して約3週間が経ちました。日々

新しいことばかりで戸惑う事も多いですが、学校生活に少し慣れ始めてきました。こ

れから３年間、皆で充実した毎日を送っていきたいものです。（1年） 

Ｔ：入学式が終わり‘ ホッ’と一息ついたらもう 5 月・・・。3 年生の連続実習が

いよいよスタートです。学生も教員もバタバタになりますが、お互いに健康に留意し

て頑張りましょう♪（教員 飛島麻美） 


